
市民まちづくりトーク 開催まとめ
恵庭市企画振興部企画・広報課



恵庭の名前が良い。

市民まちづくりトークの意見結果まとめ ～良いところ／悪いところ～

良いところ 悪いところ

ヒト

子供の元気がいい。
元気な人が多く、個人のお店も多い。
優秀な人、優しい人、温かい人が多い。
市民団体がそれぞれイベント等を行っている。
顔の見える人口規模。
コミュニティ、人とのつながりが強く、町内会など関わりを持ち、協力してくれる人が多い。
青年団体・市民団体が活発。
高齢者が顔合わせする会がある。(高齢者さわやかクラブ)

地域意識が高く分散している。地域間の関係性が希薄？恵庭市全体としては物足りな
い。
地域活動や地域のふれあいがなくなってきている。
若者がいない。若い人の働く場所が少ない。Ｕターン対策が出来ていない。若者が戻っ
てきたくても戻れない。
他市町村の人を呼び込むイベントが少ない。
恵庭、島松、恵み野でイベント等が分かれすぎているから人が集まらない。
障がいをもった方への支援が少ない。
市民が市内の良い所を知らない(観光地や公園)

場所

まちが新しく生き生きしており、明るく、安らぐ、健全なまち。
駅が三つもある。千歳(空の便)、札幌(買い物)、苫小牧(港)が近く、交通の便も良く、主要
なところには２時間あれば行ける。札幌のベッドタウン。
都会に勉強しに行きたい学生が通いやすい。(札幌等)
気候が穏やかで、自然、緑や花が多い。木、樹もある。身近な自然が素晴らしい。
花のまち、豊かなまちとしてイメージが定着。
火山も少なく、災害などの被害が少ない。
平坦なところなので、農業に良い。
幹線道路については整備状況も良く、便利。
日常の買い物は困らない。車があって自分で移動出来る人には便利。
駅周辺がコンパクトである。
騒音が少ない。
文化・医療・スポーツが盛んなので、住みやすい。パークゴルフ等の施設への取り組み
が一生懸命。
土地が安い。
田舎過ぎず、都会過ぎず。
農業景観

モノ

恵庭の道の駅が他地域の道の駅のお手本になっている。道の駅で億単位の野菜が売
れている。
色々な機能が存在している。（図書、公園、大学・学校、医療・介護施設、コミュニティ施
設（特に会館）が充実）
病院やバリアフリー、高齢者住宅など将来の高齢化社会に対する取組が積極的。
福祉バス、エコバスがある
施設使用料が安い。

その他

市内で働く場所が少ない。千歳や札幌に行ってしまう。
駅周辺が寂しい。中心部はどこなのか。
まちが集中していない。
繁華街が小さい。飲食店が少ない。遊ぶ場所がない。
車がないと住みにくい。
市内の交通（バス利用）が不便。駅から離れると車が無いと不便。買い物難民の問題。
交通の便が良すぎて、通過していく。
恵庭には快速が停まるが、島松や恵み野は停まらないので不便。普通列車の本数も
減った。
恵庭と言えば花だが、ガーデン等があるわけではないので、どこに行けば花が見れるの
か？市全体が花のまちになりきれていない。
地理的要因を活かしきれていないのでは？
身近に触れ合う自然がない。(川は大きすぎる。小川などはない。)
風が強い。
自衛隊の音がうるさい。

自転車が歩道を走っているが、歩道は狭く、危険。
歩道がガタガタで、車イスでは通れない。バリアフリーにしてほしい。
公共施設が少なく、老朽化など、維持が不安。
空き家が増えてきている。
大きな企業がないので、障がい者の雇用が少ない。

エコバスの時間表が見づらい。
サイン、案内板が少ない。市民はどこにどんな施設があるか知っているが、外部の人は
サインが無いのでわからない。案内板等があっても、街路樹などで隠れてしまっている。
町名や地区名の読み方がわからない。
各小学校、中学校の生徒数にばらつきがある。平均的にできないのか？



市民まちづくりトークの意見結果まとめ ～課題・問題に対する対応策の方向性のイメージ・キーワード～



【学校と家庭で連携】
• 学校と家庭で交流・会話（それぞれが抱えている問題を理解）。

【団体活動は引き継ぐのではなく、土壌づくり優先】
• 現在の団体活動や社会教育等は、次世代への引継ぎを活動の課題や目標としていない。活動の趣旨に必要性を
感じ取ってくれる人が現れるように、しっかりした土壌作りをする。

【仕事の担い手がいない】
• 仕事がないと言われるが、雇用する側からすれば募集に人が集まらない。産業全体が困る。
• 良い商売をやっていても引き継ぐ人がいない。
• 20代や30代の人がもう少し我慢強くなってほしい。

【花の観光など、特化した観光を強める】
• 花の観光は増えているので、もっと広めたい。市民全体でガーデニングし、高齢者を雇用等。
• 特化した観光名所と名物が必要。（盤尻渓谷・カボチャ団子・自然を生かしサイクリングロード(自転車の無料貸出)
等）

• えこりん村を中心とした周辺整備。
• 道と川の駅の、川の駅を開発。
• 道の駅やえこりん村では、恵庭市にお金が落ちていない。外貨が必要(国の補助又は観光)。
• ＪＲヘルシーウォーキングが人気で1000人来ている。利用できないか？

【コンパクトシティ化】
• 駅中心のコンパクトシティ。
• 除雪等維持管理を考慮すると開発し過ぎず、今ある街の改善。

【恵庭産農産物の市民還元】
• 市民が恵庭市の農産物を安く買える仕組み(市民還元)。
• 花野菜は、かなり売れているが、札幌の人達ばかり買っているイメージがある。

【現在の商・工業の連携を活かす】
• 恵庭市は、他地域に比べて、商・工業の連携が図れている。
• 分散されて古い商店街しかない。（機能しているのは恵み野と島松くらい）

【個人店を作りやすい政策】
• 個人店を作りやすい政策。

【通学合宿の促進】
• 通学合宿(地域コミュニティーを作り、子供たちをサポートする動き)は、恵庭が先駆的。

【恵庭の土壌、立地を生かした多品種高品質な農業】
• 水がおいしい。多品種高品質な農産物。（ＰＲや食品加工会社の受入）
• 流通が便利なので生涯農業が出来る。

【農業基盤整備が必要】
• 状態の悪い休耕地が放置されているので、農業基盤整備が必要。
• 風が強すぎる、又、有害鳥獣が多い(カラス、アライグマ、シカ)ため、農業には悪影響。

【休耕地の新たな活用】
• 適正な農家数と規模のバランスが重要。
• 今は隣が農業やめたら、土地を拡大できるが、今後は手を出せなくなる。
• 農地がだんだん余っていく。土地を拡大するには人手が必要になる。（パートを雇う）
• 市のリーダーシップで、農振地等にある未利用地の有効利用（整備ではなくコミュニティの場の再構築）
• 新規参入は億単位で費用が掛かるので難しい。(伊達市は先駆的)

【農村部インフラの維持管理】
• 交通量の少ない農村部は除雪しなくなる。
• ゴミの不法投棄が増え、治安が悪化する。

【医療、福祉、農業の連携と、そのための国との協議】
• 医療、福祉、農業を連携させるには、国で協議が必要。

【子どもたちのための現在－未来の環境づくり】
• 子どもたちが10年後、恵庭に戻ってこれるように大人が自然や街を守る。
• 子どもの遊びを地域で保障。外で安全に遊べる環境を作り、友達を作る場を増やす。(川・山遊び)
• 季節行事を増やし、子供たちにふるさと教育・原体験。(川や文化などの五感で感じるものと触れ合い実体験する。
キーワードは「じいちゃんと孫」 。）

【ボランティアや地域活動の促進】
• 快適な環境を維持するためのボランティアの不足。（河川清掃等のボランティアの維持が困難）
• 町内会（女性部）の連帯の仕組みが失われつつある。

【昔から根づいている環境の保全】
• カリンバ遺跡があることから、地勢的に、昔から環境が良かったことが伺える。
• カワセミがここ3年で減少している。

【花だけではなく植樹(も（団体間の横のつながり）】
• 花だけではなく植樹にも関心を持ってほしい。(団体間の横のつながりがない)

【高齢者に対する保障と高齢者からの地域還元】
• 年金で暮らせる福祉施設を作り、保障する分、高齢者だから出来る事を地域還元。

【交通安全の維持】
• 恵庭市は、交通量から見て交通事故が少なく安全。

【障がいの種類や年代を幅広くカバーする理解・支援の維持促進と支援体制のネットワーク化】
• 子ども達（特に幼児）を守るためにその親も守っていく。
• 支援するためには、税収等の面で企業と市が強くなる必要がある。
• 支援体制のネットワーク化が必要。
• 障がい者の就職率は少しずつは良くなっているが、就労支援全体としてはまだまだである。
• 社会福祉は、恵庭市は先駆けている。(支援センター、ふれあいセンター、自立支援協議会)
• 親が用事のある時や、将来親に何かがあった時に子どもを託せる環境や施設がない。
• 一般には、障がいに対しての理解がない。理解してもらう必要があるため、60代や70代の人達や学生（大学）に焦点を置く。
• 障がい児がいない親が理解してくれる事も大事。
• 特別支援学級だけではなく、一緒に授業をして義務教育の時から理解してもらう
• 障がい児が身近にいれば、自然と障がいに対しての理解は身に付き、受け入れられる。
• 学校の先生が障がい児の介護を出来るようになれば良い。看護師の同行が不要になる。
• 恵庭市のような、20歳まで就労支援の場として過ごせる、一貫性のある子ども発達支援センターは近隣にはない（あっても小
学生まで）。

• 障がい児だけではなく障がい者全体の居場所を作ってほしい（20歳以上）。地元に残るためにも、恵庭にも高等養護学校や看
護師がいる就職先、施設が必要。働き場が作業場くらいで、コミュニケーションを取れない。ワークスタジオやワーククラフトが
もっと増えてほしい。

• 肢体不自由の人の就労率は良いが、自閉症などの目に見えない障がいがある人の就労率は良くない。
• 成長するにつれて、いろいろと自分で出来るようになっても、看護師さんがいてくれないと心配
• 小学校と中学校に特別支援学級が出来たが、高校に繋がる制度・学級はない。
• 看護師がいないと医療ケアが出来ない子が就職するには市外に行くしかない。

【支援・交流のための情報開示・情報の共有化】
• 個人情報保護も必要だが、人と人の交流を促進していくような情報開示・情報の共有化も必要ではないか。（町内会や同じ障
がいを持つ人同士など）

【通院にこだわらない医療体制】
• 皆どうしても大きい病院に行きたがるが、ホームドクターを普及させれば、総合病院等が混まなくて済む。
• 皆、遠くに買い物に行くから、ヘルパーは大変だが、すぐ駆けつけてくれる。

【支援活動に対する特典の付与】
• お互いにメリットがあるようなボランティア活動にする。(除雪を学生の単位にする、ボランティアをして点数を貰いその点数で
買い物ができる等)

【高齢者、障がい者のための交通機能】
• 高齢者、障がい者用の手押し信号式を増やす。道路を渡りきれない。

【文化・スポーツの促進による医療費削減とそのためのコーディネーター確保】
• 高齢者が元気。パークゴルフが盛ん。
• 文化やスポーツをもっと盛んにして、医療費削減。
• 市民の健康をコーディネートする人材が必要。

【イベントの継続実施】
• 祭りを行っても、１回きりで終わってしまう。島松・恵み野は踊りで祭りで盛り上げている。

【地域住民による公共施設の利用促進】
• 恵み野や恵庭は地域の関係性が希薄。島松の体育館、公民館は、地域住民がよく使用するが、恵庭・恵み野の体育館、公民
館は、違う地域の方が多く利用している。

• 施設使用料が安い。

市民まちづくりトークの意見結果まとめ ～各専門分野から出た具体的意見～


